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木戸小  家庭学習の手びき 

【学校と家庭を結ぶ学びの充実に向けて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は じ め に 

本校では「読み解く力」の育成や、その下支えとなる基礎的・基本的

な知識および技能の充実・定着などに取り組みながら、「学ぶ力」の向

上を図っています。とりわけ、基礎・基本の充実・定着については、子ど

も自らが学びに向かうよう、また、学校での子どもの学びが家庭へつな

がるよう、より効果的な指導を検討し、取り組みを進める必要があると

考えています。 

このことから、令和５年度より従来の家庭学習の手びきに【学校と家

庭を結ぶ学びの充実に向けて】の視点を位置づけました。学校での学

びを充実するとともに、その学びが定着するよう家庭をはじめとする学

校以外の場所においても、家庭や地域の方々とのふれあいを大切にし

ながら、子ども自らが学びに向かえることを目指しています。 

 

目次 

（１）学校と家庭を結ぶ学びの充実にむけて 

（２）子どもの主体性を引き出す学校の取り組み 

（３）家庭・地域と連携する取り組み 
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（１）学校と家庭を結ぶ学びの充実にむけて 

自ら学びに向かう子どもの育成をめざして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エージェンシー 
OECDラーニングコンパス２０３０ 

子どもたちがウェルビーイ
ングを実現していくため
に自ら主体的に目標を設
定し、振り返りながら、責
任ある行動がとれる力 
 

進んで学ぶ子 

〇自分の考えを持つ力の育成 

○自分を表現する力の育成 

○チャレンジする力の育成 

なかよく協力し合う子 

〇人を大切にする力の育成 

〇多様性と包摂性の尊重 

〇特別活動・学校行事の創意

工夫 

明るくたくましい子 

〇運動に親しむ態度の育成 

〇健康的な生活習慣の確立 

○体系的な保健・安全教育の創

意工夫 

子どもたちが自分自身の将来に夢や目標を持ち、失敗を恐れず、いろいろな

ことにチャレンジし続けられる力を身に付けることは、本校のめざすところです。 

子どもの主体性を引き出し、学校における学習の効果を高めるうえで、家庭や

地域との連携が有効であることがわかっています。学校外においても学ぶこと

の大切さや価値に気付き、自ら学びに向かう子どもを育成していきたいと考え 

ています。 
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次のデータは、全国学習学力調査の質問紙より近年の本校の児童の状況の一部です。経年変化から、家

庭学習や読書が短くなっている傾向があると言えます。子どもが自分の生活を見つめ直し、帰宅後の時間の

使い方について調整できるようになることが、自ら学びに向かうきっかけになると考えています。 

 

 

学校の授業時間以外（平日）に，１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか？

 

 
土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか？ 

 

読書は好きですか？ 

 

 

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか？ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度
令和３年度
平成31年度
平成30年度
平成29年度
平成28年度
平成27年度
平成26年度

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない

3.１時間以上，２時間より少ない 4.３０分以上，１時間より少ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度
令和３年度
平成29年度
平成28年度
平成27年度
平成26年度

1.４時間以上 2.３時間以上，４時間より少ない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度
平成31年度
平成29年度
平成28年度
平成27年度
平成26年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度
令和３年度
平成31年度
平成30年度
平成29年度
平成28年度
平成27年度
平成26年度

1.２時間以上 2.１時間以上，２時間より少ない
3.３０分以上，１時間より少ない 4.１０分以上，３０分より少ない
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（２）子どもの主体性を引き出す学校の取り組み 

 

 子どもが自分で計画を立て、主体的に家庭学習に取り組むことができるようになるには、まず子ども自身が

自分の興味･関心があることや、課題に気付けることが大切です。学校では、授業中や授業後の会話の中

で、子どもの得意なことやがんばりを認め、一歩進めた課題やもう一度チャレンジするとよい問題などに取り

組めるよう促します。 

 

①  

 

 

 

 

②  

学習に対する興味･関心を持った子どもの学習意欲を高める支援の一つとして、子どもが「なりたい自

分」をイメージする時間を設けることが考えられます。学校では、子どもとの対話などを通して、一人ひとり

に応じたアドバイスができるよう心がけます。 

 

 

③  

「なりたい自分」がイメージできるようになった子どもには、より具体的な目標が設定できるように、より

具体的な目標が設定出来るように、放課後や家での時間の使い方を考えて、学習計画が立てられるよう

にアドバイスしていきます。 
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④  

１人一台端末のデジタル教材を活用することで、子どもがそれぞれの進度に応じて補充的・発展的な内容

の学習に取り組むことができます。また、苦手なところを学び直すこともできます。 
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（３）家庭・地域と連携する取り組み 

子どもたちが意欲的に取り組めるよう、ご家庭の協力をお願いする学習もあります。家族の方や地域の方

と対話をしながら取り組める家庭学習を設定します。 

 

本を手にすることで、新しい知識を身に付けたり、自分の考えや気持ちを相手に正しく伝える力を育んだり

することができます。子どもたちが本に親しむことができるよう、学校での読書の推進を行います。 
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地域と学校が連携・協働しながら、地域全体で子どもたちの成長を支えると共に、学校区ごとの協議会な

どで、情報の共有を図ります。
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  ○時間のきまりをつくりましょう。 

   ○「家庭で学習する」という習慣をつけましょう。 

   ○家庭学習をしている時は近くにいてやりましょう。 

   ○学校からのお便りをいっしょに確かめましょう。 

   ○学校でのできごとを聞いてやりましょう。 

   ○早寝･早起き･朝ご飯を心がけ、生活のリズムを整えてやりましょう。 

○集中して取り組む経験をさせましょう。 

○やりとげたことに、「がんばったね」とほめてやりましょう。 

○学習をはじめる時間を子どもといっしょに決めましょう。 

（テレビやゲームは家族で話し合って決めましょう） 

○学校からのお便りを家族に手渡す習慣をつけましょう。（置く場所を決めておきましょう） 

○早寝･早起き･朝ご飯を心がけ、生活のリズムを整えてやりましょう。 

 ○子どもを認め、ちょっとした頑張りをほめ、自信がもてるような声かけをしましょう。 

  ○他の子と比べず、昨日のわが子と比べてほめましょう。 

  ○親子の語らいなどを通して信頼できる親子関係をつくりましょう。 

  ○自分に合った生活リズムをつくりましょう。（夕食前や早朝など、学習に取り組む時間帯

を決めましょう） 

○早寝･早起き･朝ご飯を心がけ、生活のリズムを整えてやりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

【参考・引用文書】 

３，４年生にはこんな働きかけを！ 

５，６年生にはこんな働きかけを! 

１，２年生にはこんな働きかけを！ 

 


